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電子 レ ン ジ の 動 向

肥　後　温　子
＊ ＊

　 電子 レ ン ジ の 普及率 が 50％を越え，近 い 将来80％程度

に 達す る と予想 され て い る 。 電子 レ ン ジ は加工 食品 と仲

が良 い 。近頃の企 業向け電子 レ ン ジ セ ミナ ーの 繁盛ぶ り

を見て い る と，電子 レ ン ジ は その うち，調理 済 み 食品 に

占領され て しま うの で は ない か と い う危惧す ら感 じる。

　 電子 レ ソ ジ は，調理関係者に とっ て 有力な味方なの か ．

また は領分 を お か す敵な の か ，い ずれ に して も早急 に 偵

察して み る必要が あ るの で は ない だ ろ うか 。 家政学 に 席

を置きなが ら，こ の
一，二 年企業向けの 講習会や 執筆が

相 次 い で い た だ け に ，調 理 担 当 者へ 執筆 の 機会 を 与えて

い た だ い た こ とは あ りが た く，感謝 に た えない 。 r電 子

レ ン ジの 動向」，「電子 レ ン ジ の 加熱特性」，「電子 レ ン ジ

を 利用 した 調理 加工 」 の 3 回 に わた っ て 掲載させ て い た

だ くの で ，お つ きあい 願 えれば幸い で あ る。

　 f．　電子 レン ジ の 需要 動 向

　経済企画庁の 消費動向調査 に よれ ば，昭和62年 3月 に

お ける電子 レ ソ ジ の 国内普及率は52．2％で ，昭和63年に

は 60％付近に 達す る と予 想 され る。都 道 府県別 に み る と，

奈良．滋賀， 広島 ， 兵庫 ， 大阪，京都など西 日本 の 普及

率が高 く，岩手．青森な ど東日本で の 普及率が 低 い 。

　 日本 は，電子 レ ソ ジ の 主 要生産国 で ，電子 レ ン ジの 世

界需要の 約50％， 電子 レ ン ジ の 心 臓部 で あ る マ グ ネ トロ

ン の 世界需要 の 約80％を生産 して い る。主な輸出国は ア

メ リカ，カ ナ ダ，イ ギ リス ，ドイ ツ ，オ ース トラ リア で ，

「ビール 国 に は 電子 レ ン ジ が売れ る」 と い う表現が ある。

特 に ア メ リカ に お け る電子 レ ン ジ の 普及 は め ざま し く，

安 い 単 機能 レ ソ ジ が 飛ぶ よ うに 売れ て ，1 ケ 月の 出荷台

数が 100 万台を記録 した 月もあ っ た そ うである （図 1 参

照）。国内で の 需要動向 の うちわけをみ る と．一時売れ

す じ商 品 で あ っ た セ ン サ ーつ きオ ーブ ン レ ン ジ の 需要も

定着し て い る もの の 圧倒的 に 単機能 レ ン ジ が 伸 び て い る

＊
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図 1．電子 レ ソ ジ の 世界需要 推移

　　 （社）日本電機工 業会

数字が で て い る （図 2 参照 ）。

　2． 電子 レ ン ジ の売れ る背景

　現代社会 は，電子 レ ソ ジ 業界 に と っ て 好 ま しい 条 件 に

満ちて お り，「社会情勢す べ て が 電子 レ ソ ジ の 売 り上 げ

をあと押 しして くれ た 。」 と い っ た会話す ら聞か れ る。

　（1） 電子 レ ン ジ は発売当初か ら，忙 が し い 医師や 工 場

経営者，生活の 不 規則 な 商店 主 や 共働 き世帯をね らっ て

売 りこ み が行われた 。 主婦の 半数以上 が 有職状態 とな っ

た 現在，電子 レ ン ジ の 需要 は 必然的 に 拡大 した とみ られ

る。

　  　電子 レ ン ジ は ，加熱され る食品 の 量が少ない ほ ど

効率の 良い 加熱器 とな り，そ の 真価を 発揮 す る。核 家 族

世帯，単身赴任世 帯，老人世帯．独身者が増加し ， 個食

や時差食が 日常化 して ，電子 レ ソ ジ の需要は さ らに拡大

した。オ ーブ ソ ト
ース タ

ー
レ ソ ジ は 身身生 活者 に．カ ラ

フ ル で コ ソ パ ク トな 単機能 レ ン ジ は老人 層 に 人気が あ る

とい う。

　（3＞ 周囲が熱 くな らず煙が で な い 電子 レ ン ジ は，ク リ

ーン で 安全な加熱器 と して 狭 い ス ペ ース に も納ま る 。
コ

ン ビ ニ エ ン ス ス トア で 電子 レ ン ジが 歓迎され る理由も，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 2．国内需要の タ イ ブ別構成比

こ れで あ る。敷地面 積 が 少な く． DK や LK の多い 住宅　　　　　　　　表 1、朝昼 夕別に み た 外食率
事情や，オ

ーブ ン の 普及率が低い 台所事儔す ら，電子 レ

　ン ジ に味方した とみ られ る。

　　  　再加熱や解凍 を得意 とす る ため 電子 レ ン ジ は ，調

理済み食品 と結びつ きや すい とい わ れ る。加工 食品購 入

費 と外食費支出が増え ，両 者 の 含 計値が 食糧費支出 の 6
割 を占め る と い っ た わ が 国 の 現状もさる こ とな が ら，欧
米 で は すで に TV （テ レ ビ）デ ィ ナ ー，パ ン ケ ーキ ，ポ

ッ プ コ ー
ン な どの 電子 レ ン ジ 用食品の ヒ

ッ トが電子 レ ン

ジ の 売 り上 げをf申ば L ， 電子 レ ン ジ の 売 り上げ渤 旺 食

品 の 売 り上げを押 し上げる とい っ た 状況が 展開して い る。

　   　安価 な 電子 レ ン ジ の 出現 が．電子 レ ン ジ を 大衆 の

もの に し た とい う要素もみ の がせ ない ，昭和36年 に 発売
さ れ た 国産第 1 号機 は ， 125万円 （当時の 学卒初任給が

13
，
6eo円） で あ っ た とい うか ら，3 万 円前後 で電子 レ ン

ジ が 買え る現代 とは隔世 の 感が あ る 。 ア メ リ カ で も1982
年頃か ら 300 ドル 程度の 小型 が 出 は じめ ，低所得層へ と

需要 が 拡大 し て い る とい う。

　3． 外食産業 に お け る電 子 レ ン ジ の需要動向

　テ レ ビや雑誌 は 連 日料 理 番組 で に ぎわ い ，世界の 美味

が毎日空輸 され て くる。そ ん な飽食 の 時代に あ っ て 付加

価値の 高い 外食麟 は ，遅れ て や っ て きた 成長醸 と呼

ばれ，す で に 20兆 円産業 に 成長した。外食産業 とは，営

利 目的の 飲食経営か ら集団給食，は て は料理 済食品 小 売

業まで含む 。 料理済食品 は ，外食 と家庭内飲食の 接点 に

あ っ て ，外食産業の
一

部 と して 位置づ けられなが ら外食

費と し て 集計 され て い ない 特殊分野 で，市場規模 は 1 兆

円をは るか に 越え る と い わ れ て い る。

　 6G
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（326 ）

3 日間 に外食 した者 の 割合 （％）

　　農 家 世 帯

平均 　　 男　　 女

　　非農家世帯

　 　 　 　 　 　 　 　 総平均
平均　　 男　　 女

朝

昼

夕

2，736
．5

ユ0．6

3．5 　　ユ．9 　　4．3　　5．8　　2．9　　4．1
41，0　　32．1　　56．5　　64．3　　49、3　　53．7
13．7 　　7．6 　 13，3　 21，3 　 13．6　 16．4

　　　　　　　　　　　　　 食料 ・栄 養・健康 （1987）
外食費支出を ， 世帯主 の 年齢階級 別に み ると， 1人当りの 実
質拙 額 （昭和6咋 ）は・20歳代 100 に 対 L ，30歳代116，
40歳 代97，50お よび 60歳代60となる 。

　　　　　 図 3．食料費支出の 費昌別構成の 推移

　　　　　　注 ：（ ）内 は加工 食品＋外 食の 割合

　　　　　資料 ：総務庁 「家計調査」
齶 別に 鮮 贋 支 出の うち わけをみ る と，験 の割合 は 該

　家 族世 帯15．6％，三世代世帯工1．　0％，核家族世帯 の うち共慟
　き世帯18．4％とな っ て い る。

消費 サ イ ドか ら外飾 や加工餌 購入費を調査 した結
果を．表 1 と図 3 に示す 。 外食費は ，小 づ か い ．交際費 ，

医療氈 教鰻 な どの 名目で 集計 され て い るの で 演 際
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表 2・わが 国の 外食産業に お ける電 子 レ ン ジの 推定普及 率

コ ン ビ＝エソ ス ス トア

食裳，レ ス トラ ン

料理，割ぼ 弧 寿司，うどん 屋

喫　茶 店

飯 み 屋，バ ー，ク ラ ブ

　 100％
50〜60摎
30〜50％

40〜50％
20〜30％

に は家計支出 の 25％程度 に達す る の で は な い か との 見方

もある 。

　外食産業 と電子 レ ン ジ と の 結びつ きは古 く，

一貫して

業務用電子 レ ン ジの購売に 力を入 れて きた ア メ リ カ で は ，
外食産業にお け る電子 レ ン ジ の 景及 率が す で に 90％ 以上 ，

特に ラ ス ベ ガ ス や マ イ ア ミなどの リゾー
トホ テ ル ，学校

や事業所 の 集団給食施設，官公庁 の 食堂，フ ァ
ー

ス トフ

ードチ ェ
ー

ン ，コ ン ビ ニ エ ン ス ス
1
トア の フ ァ

ース トフ ー

ドコ ーナ ーで は 100％，フ
ァ ミ リーレ ス トラ ン で は 95％

の 普及率と言われ る 。

　外食産業の なか に は ，重装備 の 厨房を 設備 し，冷凍食

品や調理 済食品を大量 に ス ピ ーデ ィ に 処理す る コ ン ビ ニ

エ ソ ス ・シ ス テ ム を採用 して い る と こ ろ が あ り．購 入 し

た食材 の 解凍 や 下 調理 ，セ ン トラ ル キ ッ チ ン で 調理 され

た食品の 再加熱 に 電子 レ ン ジ が 活躍 し て い る 。
こ うした

店 で は ，調理 に 手間 をか け る か わ りに ，バ ラ エ テ ィ に 富

ん だ メ ニ
ュ
ー．ア ヅ トホ ーム な雰囲気．長時間営業．速

い サ
ービ ス が 売 り もの に され ，特 に 外食産業 の 総売上高

が 35兆円 に 達 した ア メ リカ で は ， 大資本 に よ る飲食店の

集中化が進 み，わずか 400 社 の 売上 高が 全米 56万 店 の 飲

食店の 売上 高の 51％を占め る に到 っ て い る と い う。

　 入 と物を駆使して効率的な運営をは か る コ ン ビ ニ エ ソ

ス ・ シ ス テ ム や セ ル フ サ ービス 方式が ，
ア メ リヵ で 登場

した の は 1920年代 に さか の ぼ る （図 4参照）。

　そ の 後20世紀後半 に な る と，冷凍食品，調理 済乾燥食

品，袋詰食品などの コ ン ビ ニ エ ン ス ・フ ーズ が出そ ろ い
，

既成食品を使 っ て下調理を軽減する の が 徳策だ とい う考

え が一
般的 に な っ た。既成品を買っ た方が て っ と りぱ や

い し，新鮮 で 規格が そ ろ うこ と も多 い
。 そ の うえ な に よ

りも， 労力 ・時間 ・ス ペ ース の 大幅 な 節約 に な る。

　1970年代を 中心 に ，わが国 で もフ ァ ミ リーレ ス トラ ン ，
フ ァ

ース ト フ ード店，コ ン ビ ニ エ ン ス ス トア が増大 し，

ア メ リ カ 流の 合理的 な経営方針 が優位を示 した。しか し

わが国 で は．シ ス テ ム 化した外食産業 と伝統 的な 外食産

業 が 共栄す る こ とが多く．電子 レ ン ジ メ ー
カ
ーは家庭用

に 主力 を 注ぎは じめ た 。 表 2 は ，外食産業に お け る電子

レ ン ジ の 推定普及率で あ る 。

　1980年代に 入 る と，ア メ リ カ で は レ ン タ ル ビデ オ を 見
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図 4．1960年代に 無調理 キ ッ チ ン シ ス テ ム を 取 り入れた カ イ ザー病院の レ イア ウ ト
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な が らテ レ ビ デ ィ ナ ー
を食べ るの が流行 し，わが国で は

持ち帰 り弁当．高級和洋中華惣菜，宅配 の半調理食品 の

需要が 伸 び は じめ た。すで に 家庭に 入 っ た 電子 レ ン ジ の

影響に よ る もの で あ る。

　 4． 電子 レ ン ジ の改良 と発展

　 第二 次大戦が終結 した 1945 年 （昭和20年）．マ イ ク ロ

波 に 新しい 役割 りが 発見 された ． 長距離通信や レ ーダー

探知 の た め に 使わ れ て い た マ イ ク ロ 波が，加熱 に 使える

こ と が わ か っ た の で あ る （レ ーダー
研究中 に ，ポ ケ ッ ト

の チ ョ
コ レ ー トが 軟化 して い る こ とに 気付 い た の が ぎっ

か け と伝え られ て い る ）。

　 昭和36年 に ，わが国で 国産第 1 号機が発売され た もの

の ．低 空 飛 行 を続 け て い た 業務用電子 レ ン ジが ，昭和40

年代に 入 る と順調な 売れゆきを示 し は じめ た e 昭和39年，

東海道新幹線の 開通 と と もに ，ビ ュ ッ
フ ェ に 装備され，

そ の ス ピ ード加 熱 ぶ りが 広 く世 に 知 られ る よ うに な っ た

の は 有名で あ る 。 業務用電子 レ ン ジ は，ヒス トラ ン ，ホ

テ ル ，ドライ ブ イ ン で 使われ，東京 オ リ ン ピ ッ ク の 際 に

は プ レ ス ハ ウ ス で 活躍 した 。

　 昭和40年に は家庭用 と銘 うっ た電子 レ ン ジ が販売 され

た が ，準業務用 と し て 使 わ れ る こ と が 多 く，一
時期パ ソ

屋 の 店頭で ホ ッ ト ド ッ グを温め る の に さ か ん に 使われた 。

ホ ッ ト ドッ グ販売用 の 自動販売機 （マ イ ク ロ 波使用 ） が

売 り出 され た の も こ の 頃で あ る 。

　 昭和 44年 に は，電子 レ ソ ジ史上 最 も不 幸 な 電波 もれ 事

件 が発生 し た。こ の 事件は，マ イ ク μ 波もれを放射線 も

れ と誤報す る お まけまで つ い て レ ン ジ メ ー
ヵ
一を 不安 に

お と しい れ た の で ，「電波 シ ョ ッ ク」 とか ．「放射能もれ

事件」 とも俗称され て い る。もっ と も，こ れを契機 と し

て電源が切れ なけれ ば扉が開か な い ラ ッ チ 方式がす べ て

の 機種 に 採用 され，漏洩電力密度は 10mW ／cm2 以下に

きび し く制限 され る よ うに な っ た 。

　改良 された の は 安全性 だ けで は な い 。加 熱む らを 解消

す るた め に ス タ ーラ ーフ
ァ

ン や タ
ー

ン テ ーブル が ， 焦げ

目をつ け るた め に ヒ ーターが ， 解凍 ・煮込み 用 に 弱出力

回 路が と りつ け られ，昭和49年に は 電子 レ ン ジ が記録的

な売り上 げ （国内販売高 144 万台）を 示 す に 至 っ た
，

　昭和 52年に は オ ーブ ン レ ン ジ が登場 し．続 い て熱風循

環式，赤外線 ヒ ー
タ
ーつ き，ス チ ーム つ きな ど混合調理

機と して の 性能を備 え た 機種 が 続 々 誕生 した
。 さ らに，

温度 セ ン サ ーや 電子制御 回路．マ イ ク ロ コ ン ピュータ ー

を駆使して．タ イ マ ー
を セ

ッ トしな くて も自動的 に 温 め

が で きた り，調理 の 種類 に よ っ て 出力 が加 減で きる よ う

に な り，多機能 タ イ プ （セ ン サ ーつ きグ リ ル オ ーブ ン レ

ン ジ）が売れ す じの 主流 とな っ た。
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表 3．電子 レ ソ ジ年表

大正10年 （1921）

昭和20年 （1945 ）

昭和28年 （1954）

日召琴036年　（工961）

昭和38年 （1963）

昭矛039年　（1964）

昭和40年　（1965）

昭和41年 （1966）

昭和44年 （1969）

日召和45年　（1970）

昭 和 47年 （1972）

昭和48年 （1973）

昭 和49年 （1974）

昭和5（庫 （1975）

昭和 52年 （ユ977）

昭和55年 （ユ980）

昭ラF057年 　（1982）

昭和60年 （1985）

昭和62年 （1987）

米国の A ・W ・ハル が マ イ ク 卩 波を 発振
で きる マ グネ トP ソ を発明

米国 レ イセ オ ソ 社 の P ・ス ペ ソ サ ー一博士
が マ イ ク n 波が 加 熱に 使え る こ とを発見
レ イ セ オ ソ 社が レ

ーダー
レ ン ジの 登録商

標名で 電子 レ ン ジを 市販

国産初 の 電 子 レ ソ ジ市販，約100万円／台

各地 ドライ ブイ ソ で 電一F　V ン ジが ス ピ ー
ド調理 の 威力を 発揮

業務用電 子 レ ソ ジが 新幹線 の ピュッ フ ＝
に 装備 され る，約30万円／台

家庭用電子 レ ソ ジ発売，約20万 円／台，ア

メ リカで 大 電力マ グネ ト P ソ 完成，マ イ

ク 卩 波の工 業利用は じ ま る

マ イク ロ 波を 内蔵 した 自動販売機発売

電波もれ 事件発 生

電源が 切れなければ扉が開か ない ラ ッ チ

方式電子 レ ン ジ登場，約10万円／台
ヒ
ー

タ
ー

つ ぎ電 子 レ ソ ジ発 売

電 子 レ ソ ジに 物贔税付加 され る

電 子 レ ソ ジ史上 最高 の 売上 げ とな る

解凍，煮込み 用低出力電子 レ ソ ジ登場

オ ーブ ン レ ン ジ発売，多機能タ イ プが売
れす じの 主 流 とな る。約 15 万 円／台 （た
だ し復合型 ）
セ ソ サ ーとマ イ コ ソ に よる 自動調理 方式
採用

単機能型が見直 されは じめ る，約 6万 円／
台 ，

マ イ ク P 波 フ ライ ヤ
ー
発売

電子 レ ン ジ専用食 品発 売，約 4 万 円／台

国内の 電子 レ ン ジ普及率が50％を越える

　 そ の 後もセ ン サ ーと マ イ コ ン 利用 に よ る 自動化が 進み ，
セ ル フ ク リーニ ン グ 方式 （付着 した 油 汚 れ が 調 理 中 の 熱

に よ っ て 自動的 に 炭酸 ガ ス と水 に分解 され る方式） も採

用 され る など，い っ そ う簡便性 と調理 性能が 追求され，
メ ニ ューキーを 押すだ けで 100 種類 以 上 の 料理 が で きる

自動調理方式や ，食品の 分量や初期温度 を感知して 生 も

の解凍や茶わ ん蒸しな どの 微妙な火加減 を ＝ ン ト Pt　一一ル

す る方式．音声 や バ ーコ ードに よ っ て 手順 を 教 え る 方式

な ど．ソ フ F と ハ ードの 粋を集め た新製 品 が 次 々 誕生 し

た。

　昭和57年頃 よ り再 び 単機能 レ ン ジ が見直 され，昭和60

年代 に は安価な 単機能 レ ン ジや オ ーブ ン トース ター
レ ン

ジが売れ す じの 主 流 と な っ た が，あい か わ らず順調な 2

桁成 長 を続 け，昭和61年，62年と史上 初の 売 り上げを更

新 した 。 なお 昭和 62年 は，電子 レ ン ジ利用食品の 参入 が

あい つ ぎ．電子 レ ン ジ 食品元 年 と も呼ば れて い る （表 3
の 電子 レ ン ジ年表参照）。

　5， 電子 レ ン ジの 利用状況

　電子 レ ン ジ は，使用 頻度の 高 い 電気製品 の 一つ で あ る

（埼玉 県 の 消費生活 モ ニ タ ー
調査 に よ れば，所有率80％

未満の 製 品 の 中で．大多数の 家庭 に お い て毎日使用 され

て い る 電気 製 品 は，電子 レ ン ジ，温風暖房機，ジ ャ
ー

付
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図 5．電子 レ ソ ジ 利用 に つ い て の ア メ リ カ の 消費者調 査

炊飯器 の 三 者となっ て い る ）。 しか し，現在 まだ ，「電子

レ ン ジ の もつ 機能の 10分の 1程度 しか 活用 され て い な

い
。」 とい われ る の も， また 事実で あ る a

　欧米の 家庭 で は，す で に 本格的な 電子 レ ソ ジ 調理 時代

を む か え，電子 レ γ ジ用 の 調理用具 （べ 一コ ン や 鶏肉を

卩 一ス トす る プ レ ー ト
， 炊飯や 煮込み料理用 の 加圧釜，

水分や油分を吸収 し て くれ る多孔質の ク ッ キ ン グペ ーパ

肝 な ど）や，電子 レ ン ジ料理塗基礎か ら指導す る 各種の

専門書 が売 れ て い る とい う。そ の 反面．電子 レ ン ジ の 普

及率が 高く， 豪華な複合機種が楽売されなが ら ， 電子 レ

ソ ジで 調理す る割合が 15〜44％と低迷 し て い る の が ，わ・

が 国の 実態とい え よ う。

　ア メ リ カの消費者調査に よれば，電子 レ ン ジ利用 で母
も多い の が 残 りもの の 加熱で 96％ （日本で は 再加熱 に 利

用 が95〜99％）・ 肉の 鰈 ・主菜 の解eSfipnn熱が約80％
（日本 で は解凍に利用、が 52〜76％，た だ しア メ リカ で は

1人当 た りの 冷凍食贔使用量が 6 〜7 倍多 く．．，す で に そ

の 8害似 上 が電子 レ ン ジ 使用可とな っ て い る），パ ン や

ケ
ーキ の 解凍 に 利用が約 60〜70％，ポ テ 1・や 生野菜 の 調

理 に 利用が約60〜80％（日本で
・
は 下 ご し ら え が 35〜50％）

で ある 。 な お わ が 国 で は，飲物 の 加熱p ，ベ ーコ ン の 加

熱調理 ， チ
ーズ   溶解，ス ク ラ ン ブル エ

ヅ グな ど の 用途

に は ほ とん ど利用 され て い な い （図 5 参照，日本 の 結果

は ，
ベ タ

ー
ホ ーム ，商驫科学研究所 お よび 岩域硝子 モ ニ

タ
ー

ア ン ケ ー ト に よ る ）g
．

　わ が国 で 電子 レ ン ジ を 調理 に 使 う割合が低い の は ， 簡

便性 と多様性を強調す る あ ま りに，料理 の 基本指導が 少

な か っ た た め で は ない か とい わ れ て い る 。

表 4 電 子 レ ン ジ用語一覧

マ イ ク ゜ 波
穩響饗湖 3

ル ツ 蜩 瀲 を もつ 電獻 の 黼 電子 〃 ジに 使わ れ ・ ・ ・ ・ ・・・… 4S・・ ガ ー ・レツ （24

マ ク 不 トP ソ 　マ イ ク P 波を 発振する磁電管 （特殊 な真 空管）で，電子 レ ン ジ の 心臓 。
マ イ ク P ウ ェ

ーブ オ ー一プ ン （Mierowave　Oven）　 電子 レ ソ ジの 英語 名，　Rader　Range，　Erectric　Range と もい う。
強 出鰯 出力

繍 纖織 巍奪灘 輳概 1響 黠 鸚 務潔 鸛 ・飄
レ γ ジ加熱，エ レ ッ グ　　マ イ ク ロ 波加 熱の こ と。
オ ーブ ソ レ ソ ジ　　電子 レ ン ジ と電気また は ガ ス オ ーブ ン のtt合ig，上 部 ヒ ータ ーで グ リル も可能。

セ ソ サ ー お ま

難 嚢・

荏黎雛曇讖糶響欝 蠱雛 鷺礬黔灘 鑞 毛毫
コ ソ ベ 〃 シ ョ ン

蜂蹴 飆 ヒ 冖
タ
ーと飆 7 ・ ン 娵 納 して 熱恥 循環 させ1．・段調避 朧 に した 省 工 ・・鶴 間方

畷 聯

麟 鐔 合 畫讌 姦隰 響 鑼 痛繍 譲 鞳  灘 鰈 翻 墨

蝓 熱

灘 糠 嘉暴離 馨慰 鑢難 驟黙欝 染撫 女茄融
生解賭 生解

糠 钁騨難 講：響 灘 驫 鵜 欝 叢翻 鑼 轍
電動 ヒ ータ ー

　焦げ 目を つ ける ため ， ヒ ー
ターカ泊 動的に 下降。

バ イ P
ッ トサ イ ソ 方式　　操作の手順 を ラ ン プ の 光で 教 え る e

バ 冖
コ 冖ドシ ス

醜轟 蠶 爨 ご厂二祕 羅 鰍 讌 華融 ・轟 褫鞴 灘
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　6． 電 子 レ ン ジ の 未来像

　私的な調査結果 に よる と，今後電子 レ ソ ジ は，ハ ード

面 で は ，小型軽量化，シ ス テ ム キ ッ チ ン 化 （冷蔵庫，電

磁調理 器 との 組 み 合 せ な ど）， ワ ソ タ ッ
チ 操作，加熱 ム

ラ の 改良な どが，ソ フ ト面 で は ，セ ン サ ー
の 利用 拡大 ，

調理 ソ フ トの 充実，自動化な どが進 む で あ ろ うと の こ と

で あ っ た 。

　電子 レ ン ジ は，「ソ フ トが な け ればた だの箱」 と い わ

れ．ソ フ ト面 の 充実 に力を 注 い で きた 数少 な い 電気製品

の
一つ で あ る が ， 多大 の 費用を投資 した料理 ブ ッ ク や オ

ート調理機能が充分生か され て い ない の が実状で あ る。

その あ た りが，最 も問題 で は なか ろ うか。

　表 4 に ，ご く基本的な電子 レ ン ジ用語 を 説明させ て い

た だ くの で，参考に して い た だ ければ幸 い で あ る。
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